結核定期健康診断の実施・報告は事業者・学校長・施設長の「義務」です。
また、事業所長が行う健診を受けることは、従業員の「義務」です。
結核に係る定期健康診断実施報告書
あかし保健所長　様
感染所の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律第53条の2の規定により、定期の健康診断を実施しましたので、同法第53条の7の規定に基づいて下記の通り報告します。
	報告年月日
	令和　　　　　年　　　　月　　　　日（令和　　　　年度実施分）

	実施者
	名称
	

	
	所在地
	

	
	TEL/FAX
	

	
	担当者名
	


	施設区分
	医療機関
	介護老人
保健施設
	社会福祉施設
	学校
	刑事施設

	報告対象
	職員
	職員
	職員
	入所者
（65歳以上）
	職員
	学生
（入学時）
	収容者

	対象人員
	
	
	
	
	
	
	

	受診人員
	
	
	
	
	
	
	

	未受診者数
	
	
	
	
	
	
	

	未受診理由
	

	一次
検査数
	間接撮影
	
	
	
	
	
	
	

	
	直接撮影
	
	
	
	
	
	
	

	
	かくたん検査
	
	
	
	
	
	
	

	要精密検査数
	精密撮影者
	
	
	
	
	
	
	

	
	かくたん検査
	
	
	
	
	
	
	

	被発見者数
	結核患者
	
	
	
	
	
	
	

	
	潜在性結核感染症患者
	
	
	
	
	
	
	

	
	結核発病のおそれがある者
	
	
	
	
	
	
	


※この報告には、定期健康診断（労働安全衛生法に基づく健康診断）や人間ドック等の健康診断を他で受け、その証明書等を実施者が確認した者を含めて記載してください。
[bookmark: _GoBack]提出先：あかし保健（FAX：078-918-5441）　※報告時は裏面の注意事項やQ＆Aをご確認ください。
【健診および報告の義務がある施設一覧】
	施設区分
	実施・報告義務者
	健診対象者

	医療機関（病院・診療所・助産所）
	事業所の長
	職員

	介護老人保健施設
	事業所の長
	職員

	社会福祉施設
	職員：事業所の長　　入所者：施設の長
	職員および入所者（65歳以上）

	小学校・中学校等
	事業所の長
	職員

	高等学校・高等専門学校・専修学校・大学等
	職員：事業所の長　　学生：学校長
	職員および学生（本年度入学者）

	刑事施設
	施設の長
	収容者（20歳以上）



【注意事項】
１）実施者欄には、電話、ご担当者様のお名前を必ずご記入下さい。
　　　※本報告書には、公印は必要ありません。また、ＦＡＸでの報告も可能です。
２）対象人員＝受診人員＋未受診者数
３）受診人員＝一次検査(間接撮影＋直接撮影＋喀痰検査)　※法第５３条の4適用者を含めてください。
　　　○法第５３条の４適用者とは、定期健康診断を受ける者が、健診日の３ヶ月前に定期健康診断に準ずる内容の健康診断を
受け、定期健診実施者に診断書などを提出した者。
具体例（1）新規採用職員
定期健康診断が５月に予定され、採用時の健康診断を３月に受診していた場合。
具体例（2）胸部疾患があるため医療機関で定期的に胸部エックス線検査を受診している場合。
４）未受診理由は、詳細に記入して下さい。
　　　例）生徒：５人不登校のため未受診、入所者：２人寝たきりのため未受診
職員：２人妊娠疑い、２人拒否、人間ドックを受診予定
５）その他、ご不明な点はあかし保健所保健予防課(078-918-5421)までお願いします。

－感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律抜粋－
	（定期の健康診断）
第五十三条の二 　労働安全衛生法 （昭和四十七年法律第五十七号）第二条第三号 に規定する事業者（以下この章及び第九章において「事業者」という。）、学校（専修学校及び各種学校を含み、修業年限が一年未満のものを除く。以下同じ。）の長又は矯正施設その他の施設で政令で定めるもの（以下この章及び第九章において「施設」という。）の長は、それぞれ当該事業者の行う事業において業務に従事する者、当該学校の学生、生徒若しくは児童又は当該施設に収容されている者（小学校就学の始期に達しない者を除く。）であって政令で定めるものに対して、政令で定める定期において、期日又は期間を指定して、結核に係る定期の健康診断を行わなければならない。 
３　市町村長は、その管轄する区域内に居住する者（小学校就学の始期に達しない者を除く。）のうち、第一項の健康診断の対象者以外の者であって政令で定めるものに対して、政令で定める定期において、保健所長（特別区及び保健所を設置する市にあっては、都道府県知事）の指示を受け期日又は期間を指定して、結核に係る定期の健康診断を行わなければならない。
（他で受けた健康診断）
第五十三条の四 　定期の健康診断を受けるべき者が、健康診断を受けるべき期日又は期間満了前三月以内に第五十三条の九の技術的基準に適合する健康診断を受け、かつ、当該期日又は期間満了の日までに医師の診断書その他その健康診断の内容を証明する文書を当該健康診断の実施者に提出したときは、定期の健康診断を受けたものとみなす。
（定期の健康診断を受けなかった者）
第五十三条の五 　疾病その他やむを得ない事故のため定期の健康診断を受けることができなかった者は、その事故が二月以内に消滅したときは、その事故の消滅後一月以内に、健康診断を受け、かつ、その健康診断の内容を記載した医師の診断書その他その健康診断の内容を証明する文書を当該健康診断の実施者に提出しなければならない。 
（通報又は報告）
第五十三条の七 　健康診断実施者は、定期の健康診断を行ったときは、その健康診断（第五十三条の四又は第五十三条の五の規定による診断書その他の文書の提出を受けた健康診断を含む。）につき、受診者の数その他厚生労働省令で定める事項を当該健康診断を行った場所を管轄する保健所長（その場所が保健所を設置する市又は特別区の区域内であるときは、保健所長及び市長又は区長）を経由して、都道府県知事に通報又は報告しなければならない。



